
① 斧渕 裕子（在宅ケアセンター）

永年勤続表彰を頂き、ありがと
うございました。この10年間、周
囲の方々に支えられ、ここまで続
けて来られたと感謝しています。
これからも、より良いデイケアに
して行けるよう努力し、新しいこ
とにも取り組んでいきたいと思っ
ています。
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② 山本 絵理（医事課）

この度は、永年勤続表彰を頂き、
ありがとうございました。医事職
員として10年頑張れたのも、先生
方、諸先輩方や周囲の方々に助け
られ、働き続けることが出来まし
た。これからも初心を忘れず、今
後も頑張ってきたいと思います。

③ 石本 由季子（健診センター）

このたびは、永年勤続の表彰を
いただきありがとうございます。
医療系で働いたことのない私が、
ここまで永くお勤めをさせていた
だけたのは、院長先生をはじめ、
各関連部署の方々の支えがあって
こそだと思っております。この場
をお借りしてお礼を申し上げます。

④ 酒見 俊子（医療連携相談室）

永年勤続表彰をして頂きありが
とうございました。院長先生はじ
め同僚や周囲の方に助けて頂けた
おかげで、働き続ける事が出来た
と思います。これからも初心を忘
れず患者に寄り添った支援が出来
るように頑張っていきたいと思い
ます。

⑤ 緒方 マキ（3Ｆ透析室）

この度は、永年勤続の表彰を頂
きありがとうございました。入職
して10年、振り返ればあっという
間のような気がしますが、周囲の
方々に助けて頂きながら、何とか
働き続ける事ができ、感謝の思い
で一杯です。これからも安全第一
に頑張っていきたいと思います。

⑥ 小谷 研二（情報システム管理室）

この度は永年勤続表彰をして頂
きありがとうございました。先日
は、明石公衆衛生協会からも表彰
をして頂きました。20年という歳
月はあっという間に過ぎ去ってし
まった様に感じられます。今日の
日をまた新たな出発点としてがん
ばっていきたいと思います。

⑦ 宮垣 都（4Ｆ病棟）

この度は、永年勤続表彰を頂き
ありがとうございました。入職後、
何も分からない私に皆様からたく
さん教えて頂き、支えられてパー
ト、常勤と今日まで勤める事がで
き、感謝の気持ちで一杯です。こ
れからも感謝、初心を忘れず前向
きに頑張っていきたいと思います。

⑧ 伊藤 和美（在宅ケアセンター）

永年勤続表彰をして頂きありが
とうございます。入職してから気
づけば10年という月日が流れ、あ
っという間だったように思います。
日々学ぶことも多く、ご利用者様
が楽しみにして来ていただけるよ
うに、これからも努めていきたい
と思います。

⑨ 中谷 真美（仁恵会本部）

パートから正職員になり、早10
年が経ちました。その間、周囲の
皆様に支えられて経験を積み、仕
事の幅を増やすことができました。
今後も、多くの方に石井病院の良
さを知って頂くため、広報活動に
取り組んでいきたいと思います。
本当にありがとうございました。

⑩ 陰山 裕史（リハビリテーション科）

この度は永年勤続表彰を頂きありが
とうございました。この10年という
時間を振り返ると、あっという間に過
ぎ去ったように感じられます。ここま
で歩んで来ることができたのは、多く
の方の支えがあってのことです。これ
からも初心を忘れず自己啓発に努め、
地域医療に貢献していけるよう頑張っ
ていきたいと思います。
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医療法人社団 仁恵会 令和元年度「永年勤続表彰」を行いました

仁恵会グループでは、永年勤続表彰制度を設け、勤続10年、20年に達する正職員を対象に、永年にわたる

貢献・功績に感謝し、賞状並びに記念品を贈呈しています。

この度、9月2日（月）の全体朝礼後、令和元年度「永年勤続表彰式」を挙行し、勤続20年を迎えた職員1

名、勤続10年を迎えた職員9名の計10名が表彰され、石井院長との記念撮影を行いました。

● 永年勤続職員の方々より、一言メッセージを頂戴しました。
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続発性副甲状腺機能亢進症 完全コントロールの時代へ

福士君、君がいつも診ている患者さんではないんだけど、外来透析患者さん100人の定期

内服処方、書いておいてくれないか。①②③④⑤～⑩do14日分ってな。深く考えず、書け

ばいいんだよ、書けば。

今から28年前、医師となり2年目、弘前大学医学部泌尿器科の医局員として鷹揚郷腎研究所

青森病院で透析患者さんの診療には全く携わっていなかった頃、当時の院長先生からのひと

こまである。

福士君、透析患者さん300人のカルシウム、リン、副甲状腺ホルモンのコントロールを一

人だけで熱心にやっているようだけど、あっちこっち痛いのはどうせ良くなるわけないよ、

そんなことしても無駄だぜ。

じんけいクリニック

院長
ふくし よしひこ

福士 剛彦今から26年前、医師となり4年目、鷹揚郷腎研究所弘前病院で、目の前の患者さんにいい加

減な医療はしたくないんだと孤軍奮闘していた頃、当時の院長先生からのひとこまである。

若い頃、透析患者さんに真摯に立ち向かわない不誠実な態度や診療を、自分の故郷である青森県で垣間見たこ

と、そしてその時の無念さが、今の小生の泌尿器科医師としての根幹に深く関与していることは間違いない。

腎臓は、生体の細胞外液中イオン化カルシウム濃度を生理的範囲に保つ精緻なシステムにおいて中心的役割を

果たし、腎機能が末期的となった透析患者さんにおいては副甲状腺が長期的かつ持続的に刺激され、続発的に副

甲状腺機能亢進症の病態が必然的に生じること、人類は永い間この副甲状腺機能亢進症のコントロールに難渋し

てきたが、2008年、カルシウム受容体作動薬；レグパラ（商品名）、ならびに2017年、注射剤のパーサビブ（

商品名）が発売され、じんけいクリニックにおいては2018年２月の時点で全透析患者さんでの副甲状腺ホルモ

ンガイドライン達成率は97%に達したこと、近い将来100％が見込まれること、を2018年３月の本稿で記載さ

せていただいた。あれから約１年半経過した先月、じんけいクリニックでの全透析患者さんの副甲状腺ホルモン

値は、下記のグラフに示す通り、全例においてガイドラインの240pg/ml以下であった（達成率100%）。小生

が医師となり30年目、初めてたどり着いた至極の世界であった。

ラグビーで、『前に走るスピードは足の速さだが、後ろへ戻るスピードは意識である』と言われる。
透析患者さんの副甲状腺ホルモン値を完璧にコントロールしたことの意義は、意識のない人にはわからないで
あろう。しかしそれでも、じんけいクリニックでは当たり前の医療を当たり前に遂行するじんけいway、守っ
て守って守って守って守って守る、オーソリティ打倒の医療を継続していく。


